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はじめに（大人のための前書）

は
じ
め
に
（
大
人
の
た
め
の
前
書
）

昔
話
の
勇
士
伝
説
は
、
み
な
平
和
の
た
め
に
戦
っ
た
話
ば
か
り
で
す
。

『
金
太
郎
も
の
が
た
り
』
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。

わ
た
し
は
、
そ
の
「
も
の
が
た
り
」
を
、
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
人
々
に
お
は
な
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

六
十
才
以
上
の
方
は
、
金
太
郎
の
こ
と
は
よ
く
ご
存
知
と
思
う
か
ら
で
す
。

ま
た
十
才
以
下
の
幼
児
に
話
し
て
き
か
せ
よ
う
と
す
る
と
、
青
壮
年
に
は
幼
稚
す
ぎ
て
、
た
だ
の
「
お
伽
ば
な

し
」
に
な
り
、
金
太
郎
の
成
人
し
た
本
当
の
姿
を
お
伝
え
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

六
十
才
以
下
の
、
戦
前
の
教
育
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
々
に
は
、
皇
紀
や
年
号
の
こ
と
は
、
お
解
り
に
な
り

に
く
い
か
ら
、
年
代
な
ど
は
全
部
西
暦
で
お
話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

金
太
郎
は
今
か
ら
丁
度
千
年
く
ら
い
前
に
生
き
て
い
ま
し
た
。

「
源
氏
物
語
」「
枕
草
紙
」「
和
泉
式
部
日
記
」な
ど
、現
代
で
も
秀
れ
た
文
学
作
品
と
し
て
愛
読
さ
れ
て
い
る
本
は
、

こ
の
金
太
郎
の
時
代
に
出
版
さ
れ
た
の
で
す
。

金
太
郎
の
時
代
よ
り
四
百
年
前
に
聖
徳
太
子
が
憲
法
を
お
つ
く
り
に
な
り
、
暦
コ
ヨ
ミ

も
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た

官
位
の
上
下
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
日
本
も
、
も
う
立
派
な
国
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
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はじめに（大人のための前書）

「
金
太
郎
は
今
か
ら
千
年
前
に
生
き
て
い
た
」

と
い
っ
て
も
、
比
較
す
る
も
の
が
な
い
と
、
ピ
ン
と
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
ひ
ど
く
大
雑
把
に
で
す

が
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
人
の
生
き
て
い
た
年
代
を
ご
参
考
ま
で
に
列
記
し
て
み
ま
す
。

老
子
や
孔
子
は
、
今
か
ら
凡
そ
三
千
年
前
の
人
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
は
、
二
千
五
百
年
前
の
人
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
二
千
年
前
。
だ
か
ら
今
年
は
一
九
八
六
年
で
す
。

金
太
郎
は
千
年
前
。

英
国
の
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
や
ア
イ
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ー
は
八
百
年
前
の
人
。

ゲ
ル
マ
ン
民
族
（
ド
イ
ツ
な
ど
）
の
伝
説
的
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
、
今
か
ら
凡
そ
七
百
年
昔
の
人
で
す
。

ス
イ
ス
の
、
悪
代
官
を
射
殺
し
て
、
ス
イ
ス
を
独
立
国
に
し
た
、
弓
の
名
手
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
は
、
今
か
ら

凡
そ
六
百
年
前
の
人
。

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
、
凡
そ
五
百
年
前
の
人
。

ア
メ
リ
カ
は
新
し
い
国
で
す
か
ら
、
建
国
時
代
と
い
っ
て
も
最
近
の
こ
と
で
、
有
名
な
ア
ラ
モ
の
砦
の
デ
ビ
ー
・

ク
ロ
ケ
ッ
ト
で
も
、
今
か
ら
僅
か
百
五
十
年
前
の
人
。

日
本
で
は
、
文
明
開
化
の
明
治
に
な
っ
た
の
が
、
今
か
ら
百
年
前
で
す
。
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はじめに（大人のための前書）

聖
徳
太
子
が
憲
法
を
制
定
し
、
暦
を
採
用
し
、
冠
位
を
定
め
た
の
は
、
金
太
郎
が
生
れ
る
よ
り
四
百
年
も
前
の

こ
と
で
し
た
。

金
太
郎
が
生
き
て
い
た
の
は
、
藤
原
家
一
族
が
政
権
を
と
っ
て
い
た
時
代
で
す
。

今
の
内
閣
の
よ
う
な
寄
合
世
帯
で
は
な
く
、
総
理
大
臣
の
親
戚
の
者
ば
か
り
が
大
臣
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
藤
原
家
が
貴
族
と
し
て
政
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
凡
そ
三
百
年
間
で
、
そ
の
あ
と
平
清
盛
が
出
て
き
て
平

家
の
時
代
に
な
り
、
あ
と
で
源
氏
に
滅
さ
れ
ま
す
。

金
太
郎
が
成
人
し
て
坂
田
金
時
（
ま
た
は
酒
田
公
時
と
も
書
き
ま
す
）
と
い
う
名
将
に
な
り
活
躍
す
る
の
は
、

藤
原
家
が
政
権
を
握
っ
て
い
た
時
代
、
今
か
ら
千
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。

今
、
日
本
の
人
口
は
一
億
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
当
時
も
す
で
に
人
口
調
査
の
よ
う
な
こ
と
が
実
施

さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
こ
ろ
の
日
本
の
人
口
は
四
百
四
十
万
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
貴
族
は
池
や
築
山
の
あ
る
広
い
庭
園
の
中
の
立
派
な
館
ヤ
カ
タ

で
和
歌
を
よ
ん
だ
り
し
て
、
た
だ
優
美
に
遊

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
公ク
ゲ卿
の
前
身
で
す
。

男
は
正
式
に
は
衣
冠
束
帯
。
平
常
は
直
衣
狩
衣
。
女
子
は
十
二
單
衣
。

一
般
庶
民
は
茅カ
ヤ
ブ葺

き
屋
根
、
板ヒ

サ
シ庇

の
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
中
は
土
間
で
、
一
部
に
床
の
あ
る
家
で
す
。

男
は
小
袖
に
括
ク
ク
リ
バ
カ
マ

袴
。
女
は
小
袖
に
褶

モ
ス
ソ（

腰
巻
き
）。
主
に
履
物
は
草
履
で
し
た
が
、貧
乏
人
は
ハ
ダ
シ
で
し
た
。
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はじめに（大人のための前書）

実
際
の
政
治
は
、
藤
原
氏
の
輩
下
の
「
武
士
」
が
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
地
方
の
国
々
を
治
め
る
（
後
に
大
名
と
か
城
守
と
い
わ
れ
た
）
人
の
こ
と
を
「
国
守
」
と
い
っ
て
「
武

士
」
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
「
国
守
」
は
、
今
で
い
え
ば
、
知
事
兼
県
警
本
部
長
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

悪
い
国
守
が
い
る
と
、民
衆
が
藤
原
家
に
願
い
出
て
、国
守
を
変
え
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
が
、た
び
た
び
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

金
太
郎
の
ご
主
人
に
な
っ
た
の
は
源
ミ
ナ
モ
ト
ノ
ヨ
リ
ミ
ツ

頼
光
と
い
う
立
派
な
武
人
で
、
転
々
と
国
守
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
、

諸
国
を
巡
っ
て
い
る
間
に
、
金
太
郎
を
み
つ
け
て
自
分
の
部
下
に
し
た
の
で
す
。

頼
光
は
、
プ
ロ
野
球
と
か
、
角
力
界
で
い
え
ば
、
名
ス
カ
ウ
ト
で
し
た
。

ま
じ
め
で
、
勇
敢
で
、
強
い
若
者
を
常
に
さ
が
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
、
自
分
の
参
謀
格
と
し
て
は
平ヒ
ラ
イ
ノ
ヤ
ス
マ
サ

井
保
昌
を
そ
ば
に
お
き
、
横
綱
大
関
格
の
金
太
郎
（
坂
田
金
時
又
＝
酒

田
公
時
）
と
同
格
の
渡ワ
タ
ナ
ベ
ノ
ツ
ナ

辺
綱
、碓ウ

ス
イ
ノ
サ
ダ
ミ
ツ

井
貞
光
、卜ウ

ラ
ベ
ノ
ス
エ
タ
ケ

部
季
武
を
「
頼ラ

イ
コ
ウ光
の
四
天
王
」
と
し
て
傍
に
お
い
て
い
た
の
で
す
。

『
名
将
言
行
録
』
と
い
う
古
い
本
に
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
「
四
天
王
」
は
、頼
光
の
た
だ
の
従
者
や
、

ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
や
、
用
心
棒
で
は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
名
将
で
し
た
。

地
方
に
凶
悪
犯
が
現
れ
る
と
、
そ
の
中
の
一
人
が
、
頼
光
の
命
を
う
け
て
、
そ
こ
に
出
向
き
、
そ
の
地
方
の
武
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はじめに（大人のための前書）

士
の
指
揮
を
と
っ
て
、
犯
人
を
捕
え
る
か
討
伐
す
る
の
で
す
。
地
方
警
察
の
要
請
を
う
け
て
、
警
視
庁
特
別
捜
査

班
か
ら
敏
腕
の
警
視
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
地
の
警
察
を
指
揮
し
て
捜
査
に
当
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

こ
の
本
は
「
金
太
郎
も
の
が
た
り
」
で
「
小
説
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
わ
た
し
の
考
え
は
述
べ
ま
す
が
、

わ
た
し
自
身
の
作
り
話
は
し
ま
せ
ん
。

わ
た
し
の
創
作
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
語
り
部
（
ハ
ナ
シ
人
）
に
な
り
き
っ
て
、
わ
が
く
に
の
伝
説
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
誇
ら
し
い
「
も

の
が
た
り
」
を
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
て
ゆ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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一、　金太郎のこと

一
、　
金
太
郎
の
こ
と

〽鉞
（
マ
サ
カ
リ
）
か
つ
い
で
金
太
郎

熊
に
ま
た
が
り
、
お
馬
の
け
い
こ

ハ
イ
シ
ド
ウ
ド
ウ
、
ハ
イ
ド
ウ
ド
ウ

ハ
イ
シ
ド
ウ
ド
ウ
、
ハ
イ
ド
ウ
ド
ウ

足
柄
山
の
山
奥
で

け
だ
も
の
集
め
て
、
角
力
の
け
い
こ

ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
ヨ
イ
、
ノ
コ
ツ
タ

ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
ヨ
イ
、
ノ
コ
ツ
タ

日
本
の
、
い
ま
六
十
才
以
上
の
人
で
、
こ
の
唱
歌
を
歌
っ
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
絶
対
に
一
人
も
い
な
い
は
ず

で
す
。


